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 [注意事項]  （試験が始まる前に読んでおくこと。） 

     1 問題用紙は試験開始の合図があるまで開かないこと。 

     2 解答用紙に受験番号、氏名を正確に記入すること。 

     3 下敷の使用は禁止する。 

      4 試験終了時に解答用紙と問題用紙は別々に回収する。 

      5 試験終了後は試験監督の指示に従って行動すること。 

 

 

※ なお、試験中に気分が悪くなった場合は試験監督に申し出ること。 
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問１ 次の文章を読み、以下の設問に答えよ。 

 

    地球上には名前（学名）がついていない種を含めると数千万種もの生物がいると考えられている。 

   原核細胞からなる原核生物と、真核細胞からなる真核生物に大きく分けられる。真核細胞の多くは 

   細胞が集まって個体を形成しているが、単一の細胞で個体として存在している真核生物もいる。 

 

 （１）次の生物が原核生物の場合は「ⓐ」、真核生物の場合は「ⓑ」を答案用紙にマークせよ。  
 

    ①アナベナ  １      ②オオカナダモ  ２      ③酵母菌  ３   
 

    ④大腸菌   ４   

                                                                   

 （２）下線部の記述に当てはまる生物として最も適当なものを一つ選べ。  ５   

 

     ⓐ 乳酸菌    ⓑ マツタケ   ⓒ ミジンコ   ⓓ ゾウリムリ   ⓔ モミジ 

 

 （３）原核細胞と真核細胞に関する記述として誤っているのものを一つ選べ。  ６   

     ⓐ 原核細胞はべん毛を持つ 

     ⓑ 原核細胞は真核細胞より小さい 

     ⓒ 原核細胞も真核細胞も共に自己増殖を行う 

     ⓓ 真核細胞では細胞膜を持つが、原核細胞には細胞膜がなく細胞壁を持つ 

          ⓔ 真核細胞ではＤＮＡが核膜で包まれているが、原核細胞では包まれていない 

 

 

 

問２ 右の円グラフは動物組織を構成する物質の平均的な割合を示したものである。注釈文を参考に、 

   以下の設問に答えよ。 

 

   （イ）は、細胞の構造の大部分をつくり、酵素と関係の深い物質である。 

   （ウ）のうちある物質と結合したものは、細胞膜をつくる主成分になっている。 

     （ウ）は、思春期の女性にとって重要な物質であり、細胞含有物として存在する。 

   （エ）には、核酸を構成するものがある。 

   （エ）の物質のうちある種のものは、野菜などに多く含まれ便通を整える作用がある。 

 

 （１）表中の(ア)  ７  と(エ)  ８  に該当する物質を次のⓐ～ⓔのう ち 
 
    から最も適当なものをそれぞれ一つずつ選べ。 
 

     ⓐ 水    ⓑ 蛋白質   ⓒ 炭水化物   ⓓ 脂質   ⓔ ビタミン 

 

 （２）(イ)の物質は基本となる構成単位が多数つながって出来ている。この構成単位の名称として 

    最も適当なものを一つ選べ。  ９   

 
     ⓐ 単糖   ⓑ アミノ酸   ⓒ 脂肪酸   ⓓ グリセロール    ⓔ ヌクレオチド 

 

 （３）物質(ウ)で、細胞膜を構成する主成分となっているものとして最も適当なものを一つ選べ。  10   

 
     ⓐ ＤＮＡ  ⓑ ペクチン   ⓒリン脂質   ⓓ セルロース    ⓔ アントシアン 
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問３ ある植物細胞の模式図を示す。以下の設問に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ⓐ 核    ⓑ 液胞    ⓒ 細胞壁    ⓓ 細胞膜    ⓔ 葉緑体 

    ⓐⓑ 細胞質基質    ⓐⓒ ミトコンドリア 

 

 

 （１）構造ア～キの名称として最も適当なものを、ⓐ～ⓐⓒのうちからそれぞれ一つずつ選べ。 

    ただし、ⓐⓑを選んだ場合は、１つの解答欄にⓐとⓑ２つの箇所にマークをすること。ⓐⓒを 

    選んだ場合も同様である。 
 

     構造ア  11    構造イ  12    構造ウ  13    構造エ  14   

     構造オ  15    構造カ  16    構造キ  17   

 

 （２）次に示す働きや特徴を持つ構造として最も適当なものを、ⓐ～ⓐⓒのうちからそれぞれ一つずつ 

    選べ。ただし、ⓐⓑを選んだ場合は、１つの解答欄にⓐとⓑ２つの箇所にマークをすること。 

    ⓐⓒを選んだ場合も同様である。 

 

     ① 細胞液で満たされている   18   

     ② ＤＮＡを含み細胞全体の活動を調節する     19   

     ③ 光エネルギーを用いて有機物を合成する     20   

     ④ 全透性を示し細胞の保護と形の保持に働く    21   

     ⑤ いろいろな酵素を含み隙間を満たす液体部分   22   

     ⑥ 厚さ５ｎｍ程度。細胞への物質の出入りを調節する   23   

     ⑦ 酸素を使った呼吸に関係し、生命活動に必要なエネルギーを産生する   24   

 

 （３）細菌細胞と植物細胞のどちらにも存在する細胞構造や物質の組合わせとして最も適当なものを 

    一つ選べ。  25   

 

    ⓐ ＤＮＡ・葉緑体・ミトコンドリア     ⓑ ＤＮＡ・葉緑体・細胞膜 

        ⓒ ＤＮＡ・細胞膜・細胞壁           ⓓ 葉緑体・細胞膜・細胞壁 

    ⓔ ミトコンドリア・細胞膜・細胞壁 

 

 （４）次の細胞を、最も長い方向の長さが小さい順に並べた時、２番目に来るものを一つ選べ。  26   

 

    ⓐ メタン生成菌      ⓑ ヒトの肝細胞      ⓒ ヒトの赤血球 

    ⓓ ヒトの卵細胞      ⓔ ニワトリの卵細胞 
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問４ 細胞分裂の模式図を示す。以下の設問に答えよ。       

 

 （１）分裂像(ア)～(オ)を、正しい順序に並べ替えたものとして最も 

    適当なものを一つ選べ。  27   

 

    ⓐ （イ）→（ア）→（オ）→（ウ）→（エ） 

    ⓑ （イ）→（ウ）→（ア）→（オ）→（エ） 

    ⓒ （イ）→（ウ）→（エ）→（ア）→（オ） 

    ⓓ （イ）→（エ）→（ウ）→（オ）→（ア） 

    ⓔ （イ）→（オ）→（ウ）→（エ）→（ア） 

 

 （２）細胞分裂「中期」の像を示してる図として最も適当なものを一つ選べ。  28   

 

        ⓐ （ア）    ⓑ （イ）    ⓒ （ウ）    ⓓ （エ）    ⓔ （オ） 

 

 （３）細胞分裂「中期」の特徴として最も適当なものを一つ選べ。  29   

 

    ⓐ 核の再形成           ⓑ 分裂の準備      ⓒ 細胞質の分裂 

     ⓓ 染色体の分裂      ⓔ 染色体の赤道面への整列 

 

 （４）体細胞分裂の間期に関する説明として最も適当なものを一つ選べ。  30   

 

        ⓐ Ｓ期ではＤＮＡ量は変化せず、ＤＮＡの合成の準備が行われている 

    ⓑ Ｇ１期ではＤＮＡが複製され、細胞あたりのＤＮＡ量は２倍になる 

    ⓒ Ｇ１期ではＤＮＡ量は２倍になっており、分裂の準備が行われている 

    ⓓ Ｇ２期ではＤＮＡ量は変化せず、分裂の準備が行われている 

    ⓔ Ｇ２期ではＤＮＡが複製され、細胞あたりのＤＮＡ量は２倍になる 

 

 

 

 

問５ 光学顕微鏡を使った細胞観察について、以下の設問に答えよ。 

 

    ① 顕微鏡を直射日光が当たらない平らで明るい場所の実習台の上に置く 

    ② 鏡筒に（ ア ）レンズを付けた後に、（ イ ）レンズを付ける 

    ③ まず（ ウ ）でピントを合わせ、対象物を視野の中央に移動させ（ エ ）にして観察する 

        ④  ピント合わせは、（ オ ）調節ネジを回して（イ）レンズとプレパラートを（ カ ）合わせる 

 

 （１）文章中の（ ア ）～（ エ ）に入る語句の組合わせとして最も適当なものを一つ選べ。  31   

                                                         

             （ ア ）  （ イ ）  （ ウ ）    （ エ ） 

     ⓐ 対 物   接 眼   低倍率   高倍率 

     ⓑ 対 物   接 眼    高倍率   低倍率 

     ⓒ 接 眼    対 物   低倍率   高倍率 

     ⓓ 接 眼   対 物   高倍率   低倍率 
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 （２）文章中の（ オ ）（ カ ）に入る語句の組合わせとして最も適当なものを一つ選べ。  32   

 

                 （ オ ）          ( カ ） 

     ⓐ 顕微鏡をのぞきながら    近づけながら 

     ⓑ 顕微鏡をのぞきながら    遠ざけながら 

     ⓒ 横から見ながら       近づけながら 

     ⓓ 横から見ながら       遠ざけながら 

 

 （３）倍率を高くして観察した場合の説明として最も適当なものを一つ選べ。  33   

                                      

     ⓐ 像は明るくなるのでしぼりを開いて観察する 

     ⓑ 像は明るくなるのでしぼりを絞って観察する 

     ⓒ 像は暗くなるのでしぼりを開いて観察する 

     ⓓ 像は暗くなるのでしぼりを絞って観察する 

 

 （４）小さい「Ｆ」という文字が書かれたプレパラートを観察したところ、下図の位置に見えた。像の 

    見え方とプレパラートの動かし方について最も適当なものを一つ選べ。  34   

 

     ⓐ    左上     ⓑ    左上         ⓒ    左上  

                                                          

      ⓓ    右下          ⓔ    右下                                     ？         

                                                                                        

 

 

 

問６ 酵素について、次のような実験を行った。以下の設問に答えよ。 

 

   ブタの肝臓片を取り出し、一つはそのままの状態、もう一方は煮沸後、それぞれ３％過酸化水素水に 

  入れたところ、そのままの状態の肝臓を入れた状態のみ、気体が発生した。 

  

 （１）気体が発生したのは過酸化水素が分解されたためである。ブタの肝臓片に含まれる過酸化水素を 

    分解する酵素の名称と発生する気体の名称の組合せとして最も適当なものを一つ選べ。  35   

 
               酵素        気体 

     ⓐ アミラーゼ     酸 素 

     ⓑ アミラーゼ    二酸化炭素 

     ⓒ カタラーゼ    酸 素 

     ⓓ カタラーゼ    窒 素 

     ⓔ トリプシン    二酸化炭素 

 

 （２）肝臓片の一方を煮沸処理した理由として最も適当なものを一つ選べ。  36   

 
     ⓐ 煮沸することで付着している微生物を殺菌したかったから 

     ⓑ 煮沸することで加熱による影響があるか調べたかったから 

     ⓒ 煮沸することであらかじめ肝臓片の中に含まれる気体を追い出したかったから 

     ⓓ 煮沸することで含まれている水を消毒したかったから 

     ⓔ 煮沸することで含まれる酵素が肝臓片から放出されやすくしたかったから 
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問７ 次の図はＤＮＡの遺伝情報の流れを表したものである。以下の設問に答えよ。 

 

                               イ                      ウ 

 

 

                   ア 

 

    ⓐ 組換え    ⓑ 転写    ⓒ 分化    ⓓ 複製    ⓔ 翻訳 

 

  

 （１）過程ア～ウの名称として最も適当なものを、ⓐ～ⓔのうちからそれぞれ一つずつ選べ。 

 

     過程ア  37    過程イ  38    過程ウ  39   

 

 （２）図で示された遺伝情報の流れを表す語句として最も適当なものを一つ選べ。  40   

 

    ⓐ ゲノム        ⓑ セントラルドグマ      ⓒ バイオーム 

    ⓓ フィードバック    ⓔ ホメオスタシス 

 

 （３）図の過程に関する記述としてで最も適当なものを一つ選べ。  41   

 

    ⓐ 過程アでも過程イでもＤＮＡの一部の塩基配列が写し取られる 

    ⓑ 過程アではＤＮＡの一部の塩基配列が写し取られるが、過程イではすべてが写し取られる   

    ⓒ 過程イでは塩基としてウラシルが含まれる核酸が合成される 

    ⓓ 過程ウではＲＮＡの一部の塩基配列が写し取られる 

    ⓔ 過程ウでは塩基一つの並びがアミノ酸三つの並びと対応する 

 

 

 

問８ それぞれの器官に対する交感神経と副交感神経の働きを示す。それぞれの働きがともに正しい場合は 

   「ⓐ」を、どちらか一方が間違っている場合は「ⓑ」を、ともに間違っている場合は「ⓒ」を、答案 

   用紙にマークせよ。。 

 
 

 
 

 

 42   
 

 

 43   
 

 

 44   
 

 

 45   
 

 

 

心臓 

(拍動) 

肺   

(呼吸活動) 

胃   

(消化管活動) 

皮膚の 

血管 

交感神経 促進 抑制 抑制 収縮 

副交感神経 抑制 促進 促進 収縮 

 

 

 

 

 

 

 

DNA RNA タンパク質 
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問９ 次の文章を読み、以下の設問に答えよ。 

 

    体内に侵入してきた病原体などの異物を非自己として認識し、排除する仕組みを免疫という。 

   異物は好中球、マクロファージ、（ ア ）などの食細胞が取り込んで分解し、その一部を（ イ ） 

   として細胞表面に提示する。それを（ ウ ）が認識して増殖し、（ エ ）を活性化する。活性化し

た（エ）は増殖して、（ オ ）と呼ばれるタンパク質を産生する。 

 

     ⓐ 抗原    ⓑ 抗体   ⓒ Ｂ細胞   ⓓ 樹状細胞  ⓔ ヘルパーＴ細胞 

 

  

 （１）文章中の(イ)(エ)(オ)に入る語句として最も適当なものをⓐ～ⓔからそれぞれ一つずつ選べ。 

 

     ①（ イ ）  46      ②（エ）  47      ③（オ）  48    

 

 

 

問１０ 次の文章を読み、以下の設問に答えよ。   

 

   サンゴ礁が広がる沖縄県・西表島や石垣島の周辺で、サンゴの白化現象が確認された。環境省や 

  琉球大は、2022 年 9 月に実態調査を行い、10 月 24 日に一部でも白化したり死滅したりしたサンゴ 

  群体が 92.8％だったと発表した。白化現象とはサンゴと（ ア ）する植物プランクトン「褐虫藻 

  （かちゅうそう）」が色素を失ったりサンゴから離れたりして、サンゴの骨格が白く見える現象をいう。 

  この状態が続くと、サンゴは生きるための栄養を褐虫藻の行う（ イ ）によって得ているため死んで 

  しまう恐れがある。 

 

 （１）文章中の（  ）に入る語句の組合せとして最も適当なものを一つ選べ。  49   

 

              （ア）    （イ） 

     ⓐ 寄 生   硝 化 

     ⓑ 競 争    窒素固定 

     ⓒ 共 生    光合成 

     ⓓ 優 占   生物濃縮 

     ⓔ 捕 食   呼 吸 

 

 （２）白化の主たる原因として最も適当なものを一つ選べ。  50   

 

     ⓐ 海水温の上昇 

     ⓑ 外来生物の影響 

     ⓒ 褐虫藻の天敵生物の出現 

     ⓓ 観光化による水質の悪化 

     ⓔ オゾン層破壊による紫外線の増加 
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